
Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

修士 論文題 目 ・ア ブ ス トラ ク ト

7． 混晶磁性化合物に お け る ス ピ ン グ ラ ス 状態 の 動的側 面 に 関する

　　 コ ン ピ ュ
ー

タ ・ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ る 研究

吉　原 　知　樹

　 局在ス ピ ン が隣接相互作用 を もつ 化合物磁性体 にお い て ， 強磁性 ス ピ ン を反強磁性 ス ピ ン で

置換 した混晶系 の 動的性質を調 べ る方法 と して ， ス ピ ン動力学シ ミ ユ レ
ー

シ ョ ン （SDS ）を提

案す る：
一4）

SDS は ，　個 々 の ス ピ ン の実 時間変化 を追跡す る た め ， 実際の 実験 操作 と対 応す

 
る シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン が実行可能 で ある 。

5 ）

　　さ らに ， 我々 は SDS の 適用例
6）

と して ， 2 次元 XY 系にお い て ゼ ロ 磁場 中で 冷却 した場合

　に得 られ る状態 をス ピン パ タ
ー

ン とし て図 1 に示 す。こ こ で ， 黒い 矢印は強磁性 ス ピ ン ， 白い

矢印は反強磁 性ス ピ ン の 方向で あ る。また ， 丸の 中の ＋ ，

一は その ブ ラケ ッ トの カイ ラ リテ ィ

　ーの 絶対値 を表 し て い る 。 明 らか に ， ＋ ＋ ，

一一
の べ ァ を芯 とす る渦構造が作 られ て い る。さ

　らに ， こ こ へ 磁揚 をか けた場合の 系 の ダイ ナ ミ ッ ク な 変化 を図 2 で 左 か ら右 へ 示 す 。 当然 ， 渦

　は消失 し て ゆ くが ， こ れ は また
一一

カ イ ラ リテ ィ
ーペ ァ の 剥離 （dissociation）に よ る ＋ 一ペ

　ァ の 形成 とい う現象 と して もと らえ られ る こ とがわ か る 。 こ の よ うに SDS は 系の磁 場に対す

　る応答
4・6）

とか ， さ らに は磁気共鳴現象
4）

の よ うに動的側 面 を直接調 べ られ る 点 に大 きな特徴

　が ある 。
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1． red −Hg 　12励起子 ・励起子分子系 の 反 射型非線型偏光分光

2． 不純物半導体の 金属非金属転移 とそ の 磁性

3． Introdllction　of 　 Mutant 　 Actin　 Genes　 into　 Cultured　Cells

　 of 　Drosophila

　　（シ ョ ウジ ョ ウバ エ 培養細胞 へ の 突然変異ア ク チ ン 遺伝子 の 導入 ）

4． ポ リジ ア セ チ レ ン （Poly − 3BCMU ）の 時間分解光誘起吸収 分光

5． Expression　 of　 Drosophila　P −element

　　（シ ョ ウジ ョ ウバ エ P 因子 の 発現 ）

6．　Fractal　 Configurations　 and 　Critical　 Dynamics 　 of 　 the　 Ising

　 　Model

　　（イ ジ ン グモ デ ル の 配位 の フ ラク タ ル 性 と動的臨界現象 ）

7． 核磁気共鳴法に よ る 人工 格子 お よ び酸化物 にお け る超伝導の 研究

8． ANew 　Method 　o 正Photoelectric　Correlation　Measurements

　　with 　 a 　Photon −Counting 　Streak　 Camera

　　（光子 統計型ス ト リ
ー

ク カ メ ラ を用 い た ， 新 しい 光電子相関測定法 ）

g． Nonline4r　Dynamics 　and 　Chaos 　in　Parametrically　Excited

　 Surface　 Waves
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